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選好に基づく尺度とは?

国際医療福祉⼤学 池⽥俊也
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選好(preference)

• 選好（Preference）とは、意思決定において、個⼈が選択対象
に対して持つ好みを表す。例えば、ある個⼈がリンゴを1個得る
ことがミカンを1個得ることよりも望ましいと考えているのであ
れば、その個⼈はリンゴをミカンよりも選好するという。

• また、個⼈がある選択対象に対して、他の選択対象と同等に望
ましいと考える場合もある。この場合、その個⼈にとってそれ
らの選択対象は無差別であるという。

• このような個⼈の選好を数量的に表現したものを、効⽤と呼ぶ。

【⼀橋⼤学⼤学院経営管理研究科・みずほ証券︓ファイナンス⽤語集より】

期待効⽤定理
（Von NeumannMorgenstern utility, 1947）

公理１（弱順序公理）
公理２（独⽴性公理）
公理３（連続性の公理）

３つの公理を満たす選好パタ－ンをもつプレ－
ヤ－（「合理的⼈間」rational man）ならば、
あたかもゲ－ムの結果に実数値を割り振り、し
かもその期待値を最⼤化するかのように振舞う。
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効⽤値(utility)とは︖

• 完全な健康が１
• 死亡が０
• マイナスもありうる
• 間隔尺度

尺度の種類

■名義尺度
他と区別し分類するための名称のようなもの
■順序尺度
順序や⼤⼩には意味があるが間隔には意味がない
■間隔尺度
⽬盛が等間隔になっているもので、その間隔に意味がある
■⽐例尺度
0が原点であり、間隔と⽐率に意味がある
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「直接法」
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「間接法」＝選好に基づく尺度
(PBM, preference-based measure)

• 調査票によるQOL測定
(主に患者に対する測定)

• 換算表で「効⽤値」に変換
（主に⼀般市⺠による価値付け）

EQ-5D-5L
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各５段階

https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/allotment/lofurc000000tj1s-att/2019DS_TF3_MUG_report_pre-final.pdf
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PBMの例

• Generic尺度
• HUI Mark2/3
• EQ-5D-5L
• EQ-5D-Y (Youth version)
• 15D

• Specific尺度
• EORTC QLU-C10D （がん）
• FACT-8D（がん）
• ASCOT（介護）

①各項目において、あなたの今日の健康状態を も良く
表している四角（□）１つにレ印を付けてください

「スギ花粉症におけるQOL調査」アンケート
②各項目において、あなたの 近1日の花粉症の症状
（くしゃみ、鼻みず、鼻づまり、眼のかゆみ、涙目、
日常生活の支障度）の程度に丸（○）を付けてください

程度 - 1+ 2+ 3+ 4+

鼻
症
状

くしゃみ
（1日の平
均発作回

数）

なし 1～5回 6～10回 11～20回 21回以上

鼻みず
（1日の平
均鼻かみ
回数）

なし 1～5回 6～10回 11～20回 21回以上

鼻づまり なし
つまるが
鼻で呼吸
できる

口で時々
呼吸する

口でかなりの
時間呼吸する

一日中完
全に口で
呼吸する

眼
症
状

眼の痒み
（1日の平
均眼こす
り回数）

なし 1～5回 6～10回 11～20回 21回以上

涙目（な
みだめ）

なし 軽い
ややひど

い
ひどい

とてもひ
どい

日常生活の支
障度

（仕事・勉
学・家事な

ど）

なし
あまり差
し支えな

い

1+と3+の
中間

手につかない
ほど苦しい

全くでき
ない

移動の程度
歩き回るのに問題はない

□
歩き回るのに少し問題がある □
歩き回るのに中程度の問題がある □
歩き回るのにかなり問題がある □
歩き回ることができない

□

身の回りの管理
自分で体を洗ったり着替えをするのに問題はない □
自分で体を洗ったり着替えをするのに少し問題がある □
自分で体を洗ったり着替えをするのに中程度の問題がある □
自分で体を洗ったり着替えをするのにかなり問題がある □
自分で体を洗ったり着替えをすることができない □

ふだんの活動（例：仕事、勉強、家族・余暇活動）
ふだんの活動を行うのに問題はない □
ふだんの活動を行うのに少し問題がある □
ふだんの活動を行うのに中程度の問題がある □
ふだんの活動を行うのにかなり問題がある □
ふだんの活動を行うことができない □

痛み/不快感
痛みや不快感はない □
少し痛みや不快感がある

□
中程度の痛みや不快感がある □
かなりの痛みや不快感がある □
極度の痛みや不快感がある □

不安/ふさぎ込み
不安でもふさぎ込んでもいない □
少し不安あるいはふさぎ込んでいる □
中程度に不安あるいはふさぎ込んでいる □
かなり不安あるいはふさぎ込んでいる □
極度に不安あるいはふさぎ込んでいる □

記載⽇時 ⽉ ⽇
患者さまID
患者さまイニシャル
患者さま年齢 歳
患者さま性別 男性 ⼥性

事務局使用欄
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マッピング

[Kumanomidou et al. 2021]
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10. 健康の測定と評価

10.1. 基本分析では、介⼊効果の価値を把握する⽅法としてQALYを
⽤いるべきである。

10.2. 健康選好（すなわち効⽤）は、モデルにおける健康状態を反映
し、決定問題に対応するよう概念化される べきである。

10.3. 健康選好はカナダの⼀般⼈⼝を反映したものであるべきである。

10.4. 基本分析では、研究者は⼀般的(generc)な分類体系に基づく間
接的な測定⽅法（例えば、EQ-5D、HUI、SF-6D）から得た健
康選好を⽤いるべきである。研究者は、間接法を⽤いない場合、
その理由を説明しなければならない。

10.5. 健康状態効⽤値のデータソースの選択は、⽬的への適合性、信
頼性、⼀貫性に基づくべきである。これらの基準間のトレード
オフを記述し、選択した情報源の正当性を⽰す。

235



2022/5/9

13
236



2022/5/9

14

ガイドライン15
• ⽣命年の計算に⽤いる効⽤スコアは、⼀般的(generic)な質問票による患者から

の健康状態データの収集と、⼀般住⺠の選好による健康状態の評価からなる「多
属性アプローチ」を⽤いて推定する必要があります。

• 利⽤可能な分類システムのうち、フランス版EQ-5D-5Lが推奨されている。評価
時に有効な（最新の）フランス版バリューセットを使⽤する必要があります。

• あるいは、移⾏措置としてフランス版EQ-5D-3Lを使⽤すること。
• EQ-5Dで測った効⽤スコアがない場合、EQ-5Dの効⽤スコアを算出するために、

⽅法論的品質基準に基づくマッピング関数が利⽤可能であり、妥当性検証されて
いる場合に限り、マッピング法を選択する。

• 以下の⼿法は、基本分析としては推奨されないが、感度分析とすることができる。
１、⼀般集団における選好の評価に関する特定の質問項⽬を参照
２、直接法（SG,TTO）、序数的効⽤

• 以下の⼿法は、基本分析としても感度分析としても推奨されない。
１、仮想的な健康状態に対する選好を明らかにする⼿法による効⽤スコアの推定
２、視覚的アナログ尺度(VAS)を⽤いた⽅法

はたして許容されるか︖

• 代理⼈による評価
• 異なるPBMを組み合わせて使⽤
• 海外での測定値
• 直接法での測定値
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[Shiroiwa et al., 2021]

[Oremus et al. 2014]
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はたして許容されるか︖?

• 代理⼈による評価
• TTOベースの尺度の値とSGベースの尺度の値
• 海外での測定値
• 直接法での測定値
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患者報告式アウトカム指標
患者により報告される結果指標には、QOL、症状または機
に関する⼀般的な（「グローバル」）または疾患特異的な
（例えば、呼吸器疾患、うつ病、関節炎）測定が含まれる
患者報告アウトカム指標には、多属性効⽤測定器（MAUI）
含まれ、測定器の採点⽅法は0（死亡）から1（完全な健康
の質調整⽣命年スケールに固定されている。妥当性や信頼
の詳細な議論が必要ない⼀般的に使⽤されるMAUIには、健
効⽤指数（HUI2またはHUI3）、EQ5D-3Lまたは-5L
（'EuroQol'）、SF-6D（Short Form 36（SF-36）のサ
セット）、⽣活の質の評価（AQoL）機器、⼦供と⻘年のた
の⼦供の健康効⽤9D（CHU9D）インデックスなどがある
MAUIの選択を裏付けるデータおよび参考⽂献を技術⽂書ま
は添付ファイルに含める（これらのデ タと提出書類の本

• 患者報告アウトカム指標を⽤いる場合、または上記
以外のMAUIを⽤いる場合は、添付⽂書に以下の項
⽬に関する考察（またはそれを裏付ける参考⽂献）
を記載すること。

• - 測定器の対象となる⽣活の質、症状、機能の領域
• - 測定器の採点⽅法
• - 測定器の有効性
• - 測定器の信頼性
• - 個⼈間の健康状態の違い、および個⼈が経験する

健康状態の経時的変化に対する測定器の反応性
• - 測定器が検出した差の臨床的重要性（臨床的に重

要な最⼩限の差［MCID］に関するガイダンスは
2 4 4 項を参照）
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EQ-5D-5L/Y
国立保健医療科学院

白岩 健

@QOL/PRO研究会勉強会

EQ-5D-5L (EuroQol 5 dimensions 5-level)

移動の程度 Mobility MO

身の回りの管理 Self-care SC

ふだんの活動 Usual activities UA

痛み╱不快感 Pain/Discomfort PD

不安╱ふさぎ込み Anxiety/Depression AD

1 (問題)ない No (problem)

2 少し Slight

3 中程度 Moderate

4 かなり Severe

5 できない/極度 Unable/Extreme

5桁の数字で健康状態を表す
(例) [32412]

MO 3

SC 2

UA 4

PD 1
AD 2
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用語の整理

• Value set: 健康状態とutilityを1対1対応させる数表。

• Tariff: Value setとおなじものを指す

• Scoring algorithm: Utilityを計算できる式

• Valuation survey: Value setを作成するための調査

• Population norms: 国民標準値

健康状態 Utility
・・・

14433 0.488 

14434 0.431 

14435 0.403 

・・・

EQ-5D-5L valuation survey

• 2014年3月から6月にかけて，東京・岡山・名古屋・大阪・新潟の順番
で，のべ35名の調査員により計1098名に面接調査を行った。

• EQ-5D-5Lで表現される3125（＝55）通りの健康状態の中から，86
種類が選択され，各個人はこの中から10種類の健康状態について
cTTO法に基づき回答を行った。

• 各回答者は調査会場に来てもらい、回答者1人に調査員1人がつきそ
いサポートしながら、コンピュータ上で回答を行った。
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EQ-5D-5Lスコアリングアルゴリズム (TTO)

Effect level Estimate StdErr P-value
Intercept -0.06092 0.01362 <.0001

mo 2 -0.06387 0.00900 <.0001
3 -0.11262 0.00929 <.0001
4 -0.17904 0.01023 <.0001
5 -0.24292 0.00943 <.0001

sc 2 -0.04363 0.00893 <.0001
3 -0.07666 0.00997 <.0001
4 -0.12426 0.01013 <.0001
5 -0.15966 0.00892 <.0001

ua 2 -0.05041 0.00920 <.0001
3 -0.09113 0.01001 <.0001
4 -0.14793 0.00974 <.0001
5 -0.17479 0.00911 <.0001

pd 2 -0.04454 0.00835 <.0001
3 -0.06818 0.01005 <.0001
4 -0.13144 0.00898 <.0001
5 -0.19120 0.00960 <.0001

ad 2 -0.07178 0.00970 <.0001
3 -0.11050 0.01086 <.0001
4 -0.16817 0.00985 <.0001
5 -0.19596 0.00916 <.0001

■最小値: -0.025 ■2番目に大きい値: 0.895
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■ 日本全国334地点から住基台帳を用いて10,183名を無作為抽出したもの

EQ-5D-Y (The EuroQol 5 dimensions, Youth Version)

歩きまわること Mobility
体をあらったり、着がえをす

ること
Looking after myself

いつもしていること Doing usual activities

体の痛みやつらさ Having pain/Discomfort
心配な気もちや、悲しい気持

ちや、落ち込む気もち
Feeling worried, sad, or 

unhappy

1 (問題)ない No (problem)

2 少し Some/a bit

3 とても/かなり A lot/very
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Valuation study

 People were asked to respond to the both DCE and TTO tasks.

DCE task: 150 health states (ten blocks were randomly allocated to 
each respondent. One block included 15 pairs)

 TTO task: 26 health states (five blocks and six health states per block).
• All the block included the worst states [33333].
• The number of health states is larger than minimum requirement 

of the protocol.

 Both DCE and TTO survey were conducted by face-to-face interview using 
EQ-PVT. (According to the protocol, DCE can be performed by web 
survey)

11

Relation between DCE and cTTO score

12
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EQ-5D-Y value set

 EQ-5D-Y value set (based on model 1)

 The minimum predicted score was 0.288 [33333], and the second-
best score was 0.957 [12111]

domain level Rescaled
DCE coefficient

Intercept -0.025

Mobility
2 -0.040 
3 -0.089 

Looking after myself
2 -0.018 
3 -0.070 

Doing usual activities
2 -0.038 
3 -0.101 

Having pain or discomfort
2 -0.077 
3 -0.270 

Feeling worried, sad, or unhappy
2 -0.049 
3 -0.156 

13

同じ健康状態でもEQ-5D-Yで測定する(子供のUtility)方がEQ-5D-5L
で測定するもの(大人のUtility)よりも大きい。
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子供のUtilityを用いることの課題

• 同じ健康状態でも子供のutilityは大きい。

• 生存期間を延ばす治療においては、延命時に獲得できる
QALYが大きいので子供に有利に働く。

• 一方で、 QOLを改善するような治療においては、utilityの
改善幅は小さくなるので子供に不利に働く。

Discussion [comparison with European data]

 Compared with European (Slovenian) value set, EQ-5D-Y value for the worst 
health state [33333] (0.29) was large. 

Prevolnik Rupel V, Ogorevc M; IMPACT HTA HRQoL 
Group.EQ-5D-Y Value Set for 
Slovenia.Pharmacoeconomics. 2021;39(4):463-471. 

Slovenia

0.29 to 1
0.672 +- 0.146
0.686

0 (0%)
53 (21.8%)

Japan

16
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EQ-HWB (EQ health and wellbeing 
instrument)

 もともとはSheffieldのJohn BraizerらがE-QALYとして開発していたもの。
 25問のlong formと9問のshort formからなる。
 現在ベータ版
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